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スイートコーンのマルチ移植栽培における育苗法
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1　は　し　が　き

スイートコーンの従来の直播き栽培における低収原因は

発芽不安定，子葉期の鳥害による欠株発生によることが多

く．この栽培様式では飼料用トウモロコシ（デントコーン）

によろキセニア発生の危険範囲にあって品質低下の恐れも

大きい。また市場動向が早期出荷はど高価格で安定した傾

向をみせていることから作期の前進化が望まれる。このた

めスイートコーンの作期拡大をねらったマルチ移植栽培法

の確立が望まれ，その対応策として育苗法が品毘　収量，

収穫期の早晩に及ぼす影響について検討した。

2　賦　験　方　法

‖　試験実施場所　岩手園試高冷地開発センター

t2）供試条件　本試験は昭和54～55年の2か年にわたっ

て実施した。試験区の構成は表1に示した。

面積及び区制は両年とも1区33．75撼（150株）2区制で

行った。
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（3）耕種概要

栽植様式は畦幅150（初．株間30（凋，2条（条間45m）で

透明フイルム（9230P8）を利用した。施肥量（吻／a）は

基肥のみでN－1，40　P205－2．48　E20－1．60，育苗様

式はパイプハウス無加温育苗とした。

3　賦験結果及び考察

昭和54年はハニーバンタム極早生．中生の両品種を用い，

育苗日数，ペーパーポットの大きさを変え晩霜限界日を定

植期として慣行直播き栽培と比較検討した。

定植時の苗調査では両品種とも2号ポット20日育苗がT

／R率からみて良好な苗素質を示した。このことは草丈の

生長割合に反映し，定植後15日では両品種とも2号ポット

の20日育苗がまさり，30日育苗の大苗では定植時の植傷み

の影響が大きいと推察された。また定植後30日では中生の

2号ポット20日育苗の生育伸長が顕著にまさる債向を示し

た。

生殖生長期及び収穫期は生育旺盛となる6月の寡日照，

生殖生長の7月の異常低温等，定植後の気象変動が激しか

ったため予想より遅れる結果となった。中生の育苗と慣行

直播きとの比較では堆徳抽出は7～11日．綿糸抽出は8～

13日，収穫期は‘～10日早まるに止まり，生育伸長の大き

かった2号ポット20日育苗は6日の収穫期の前進がみられ

た。

雌橡重は，中生の20日育苗が最大を示し．次いで中生2

号ポット刃日育苗がまきったが，極早生は大きく劣り調整

重も商品価値の小さいものであった。また両品種とも20日

育苗が30日育苗を上回り，30日育苗も生育とは逆に2号ポ

ットが5号ポットより雌穂重がまきり晶質向上が認められ

た。

また収量では欠株発生が極めて少なく有効着穂数がほほ

同様であることから雌穂垂の最もまさる中生の20日育苗が

最大収量を示し，慣行直播きより15％の増収であった○極

早生は育苗日数に関係なく大幅な減収となり中生の同一条

件区との比較では36％以上の減収に終った。更に品質と開

運する規格別割合及び収量でも中生即日育苗が中心規格

LL級で他区を大きく上回り．商品価値の大きいL級以上
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収量でも中生30日育苗より26～37％，慣行虐播きに対して

も46％の大幅な増収を示している。しかし極早生は全般に

品質的に劣りL級以上収量は皆無で格外の多い下位規格主

体の収出構成であった。

以上のように昭和54年の結果からみてマルチ移植栽培で

の適用品種はハニーバンタム中生が適すると判断でき，ま

た品質．収壁で2号ポット20日育苗が良好であったことか

ら育苗日数は20日，使用するペー′1－ポットは苗素質，苗

床面積も考慮して2号（3×10（Ⅶ）の椎苗ポットで十分と

推察された。

次に前年の結果から昭和55年は供試品種をハニーバンタ

ム中生とし，2号ポットの20日育苗とやや若苗の15日育苗

で引き続き検討した。

マルチ移植栽培では圃場での欠株発生を抑制する点が慣

行直播き栽培に対し増収の大きな要因となるが，この場合

苗床での欠株を考慮した1ポット当たりの播種粒数が問題

となる。本試験では両年とも1ポット2拉播き．1～2本

仕立てで本圃で1本立とする方法であるが，苗床での艮苗

生産率は両年とも97％を上回ることから1ポットの播種拉

致は2校で十分と考えられた。

定植後の生育は若苗の15日育苗が旺盛で定植後15日～50

日の草丈の生長割合は一員して20日育苗を上回る結果を示

したが，20日育苗も生育が進むにしたがい生長差がわずか

になる傾向がみられた。

表3　収　　量

生殖生長期は20日育苗が15日育苗より4日早く・慣行直

播きより雄撼抽出10日・綿糸抽出で8日早まり・収穫軌ま

10日前進の結果となり前年より収穫期の早晩の差は大きか

った。しかし7月以降の低温寡日照のため収穫期が遅れる

異常な低温年であったため平年及び高温年ではより以上の

熱期の前進が可能と推察された

蓑2　定植時における苗素質

　　 項 目

年

生

葉

数

草

丈

2 0株 当 た り

生 体 重 （グ）
㌦

率
全 茎

葉

重

根

次　　　 試 験 区 （枚 ） （叫
重 重 （％）

昭

5 4

ハ ‾－バ 、 タ ム
4．2 1m 5 5 ．4 3 5．8 9 1．6 8 0．4 1 1．2 7．18

・・・一・・・ 一一／
極　 早　 生

4．2 1恥 2 4 ．7 3 5．0 53．1 5 0．1 3．0 1 6．70

5． 1一也 2 3．9 2 1．5 3 0．1 2 6．4 3．7 7．14

ハ ‾－バ ’タ ム
4．2 1m 5 5 ．3 2 6．3 6 1．4 5 2．3 9．1 5．75

一一　 ノ
中　　 生

4．2 1m 2 4 ．5 2 9．5 38．5 3 4．6 3．9 8．87

5． 1m 2 4 ．0 1 8．1 2 5．6 2 1．7 3．9 5．56

昭 ハニ ー ′t ／タ ム 5． 1N n 2 4 ．2 2 6．9 4 5．9 3 2．4 13．5 2．40

5 5 中　　　　 生 5． 6N n 2 3 ．5 1 5．8 2 7．7 1 6．9 10 ．8 1．5も

機械重は慣行直播きがまきったが，育苗闇では15日育苗

が上回る傾向であった。欠株発生は慣行直播きに多く．育

苗は2％内外と極端に少なかったことから収量も15日育苗

が2，054毎と多収で次いで20日育苗がまきり．慣行直播き

より育苗が6～9％の増収となった。また中心規格の割合

及び収量では多収の15日育苗がまきり，L級以上収量でも

慣行直播きに対し7％の増収を示した。

項 目 着穂 高 着 穂 全 重 雌橡 重 調 整 璽 （ダ）雌 穂 長 杜 若 長 雌 穂 径 有　 効 欠 株 率 10 8当た 　 ＊
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昭

54

′ヽ　こ　 － 4．2 1　 Nn 5 24．7 2．3 48 5 2 5 0 2 4 0 16 4 1 8，8 1 1．8 4．9 1．0 0．3 1．064 6 7
バンタム 4．21　 m 2 13．9 2．4 50 4 2 5 9 2 50 16 1 1 7．2 12．3 4．6 1．0 1．3 1 0 9 7 6 9
塵 早 生 5．1　 Ih 2 2 1．4 2．7 57 3 2 6 8 2 6 1 17 2 1 7．6 12．1 4．8 1．0 0 1，160 73

′ヽ　‾　　－
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4．2 1　 Nn 2 48．3 4．3 95 7 4 3 2 4 0 0 3 2 4 20．2 18．6 5．4 1．0 1．0 1．76 0 110

中　　 生 5．1　 Nn 2 5 8．6 4．8 1，067 4 4 5 4 1 2 3 36 2 0．6 18．7 5．5 1．0 0 1．83 1 115
5．21慣 行 直播 き 67．0 5．3 12 0 0 4 2 5 38 2 2 94 1 9．9 18．3 5．1 0．9 0 1．59 5 10 0

昭 ′ヽ　ニ　－ 5．1 Ih 2
6 9．1 4．3 1，150 亜 8 40 8 3 45 2 0．6 18，3 5．3 1．13 3．0 1，988 10 7

55
バ ンタム 5．6　　 Nn 2 86．2 5．2 1．193 5 1 2 4 3 0 3 5 3 20．7 17．8 5．4 1．08 0．5 2 0 5 4 1 10
中　　 生 5．21慣 行 直播 き 73．4 5．4 1，373 5 4 3 4 3 6 3 26 2 0．0 16．7 5．4 1．05 8．5 1，86 2 10 0

＊対慣 行 直播 き比

このように昭和55年の結果では2号の椎苗ポット15日育

苗が慣行直播きより多収で増収効果が大きく有望と考えら

れた。また20日育苗も多収を示し収穫期が15日育苗より早

く．慣行直播きより大幅に前進化されることから有望と思

われる。

4　ま　　と　　め

スイートコーンの直播き栽培上の問題点となっている品

質，収量の向上及び熟期の前進を図るためマルチ移植栽培

における育苗法を検討した。

育苗法はハウス又はトンネル内のペーパーポット育苗を

前提とし，育苗日数は15～20日（苗令本葉3～4枚）が適

当で利用するペーパーポットの大きさは径3（職，深さ10〔聯

（規格2号）が適することが認められた。また1ポットの

播種粒数は欠株を考慮し2拉播き後1本立でよいものと考

えられた。

この育苗法によるマルチ移植栽培により従来の直播き栽

培に比較し10日前後の熟期前進が可能となり7～15％の増

収効果が期待できると思われる。


